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   新宮高等学校・新翔高等学校再編整備案の実現に向けて（要望） 

 

 令和４年３月に策定された「県立高等学校教育の充実と再編整備に係る原則

と指針」を受けて、新宮高等学校・新翔高等学校両校では、これからの地域の高

等学校教育の在り方について協議を始めました。学校関係者や地域の方々と協

議をする中でいただいた意見等を整理して、「一人一人のやる気と可能性に応え

る高校教育」として令和４年５月に発表し、意見募集を行いました。 

令和４年１２月には、いただいた意見等を踏まえ、「生徒・地域社会の期待に

応えるＡＬＬ ＩＮ ＯＮＥの学校」をめざした構想案としてまとめ、両校のホー

ムページに掲載するとともに、令和５年２月には説明会を開催するなど、広く地

域の方々の意見等を聴取しました。 

さらに、それらの意見等をもとに、両校の教職員、学校運営協議会等において

も議論を重ね、並行して県教育委員会とも共有し、令和５年９月に再編整備の具

体的な構想案をまとめました。また、この構想案についても意見募集を行ってま

いりました。 

 今般、新宮高等学校・新翔高等学校両校のこれまでの歴史や伝統、取組を継承・

発展し、新たな時代の学びの創造をめざして、別添のとおり「新宮高等学校・新

翔高等学校再編整備案」を構想しました。 

和歌山県教育委員会におかれましては、これまでの経緯を踏まえ、実現してい

ただきますようお願いします。 



宮高等学校・翔高等学校再編整備ʤ案ʥ
～宮・翔を継承・発展͢、た͵時代の学びを創造～ 令和８年４月目途

総合学科 普通科 ʤ夜間ʥ定時制 通信制宮学級
翔高校 宮高校 南紀高校

普通科の教科・科目
を中心ͳͯͯ͢、芸
術やスポーツ͵ʹの
様々͵科目Ͷͯいͱ
学び、幅広い教養
を身Ͷ付け、多様͵
進路を実現ͤΖ

○必修科目ͺ基礎・基本を徹
底
○開設科目全体̑分̏程
度を選択科目ͳ͢、多様͵
進路希望Ͷ対応
○ʰフΟンΠートʱやʰ生
涯ηϛーツʱ͵ʹ、芸術や
ηϛーツ選択科目開設
○専門学校・大学等へ進学
をサϛート

自Δの関心や特性Ͷ
応ͣ、社会Ͳ役立ͯ
実学的͵専門分野の
学習や資格取得͵ʹ
Ͷ主体的Ͷ取Ε組

○建設土木、建築、製造、IT、
商業、観光、福祉͵ʹ専
門分野学び
○企業や団体等ͳ連携͢た実
学教育推進
○将来Ͷ役立ͯ資格・検定
取得をサϛート
○就職や進学をサϛート

普通科の教科・科目を
深く学ぶͳͳͶ、教
科や分野を横断͢た探
究的͵学び、大学や研
究機関ͳ連携͢た専門
的͵学びを充実さͦ、
高いϪϗϩの進路実現
Ͷ挑戦ͤΖ

○総合的͵探究時間や学校
設定科目ʰくΉ学彩ʱͶ
よΖ探究活動Ͳ、深い学び
を実現

○大学教員ͶよΖ特別講義や、
研究施設へ研修旅行等、
外部機関ͳ連携充実

○国公立大学をͺͣΌ難関大
学等へ進学をサϛート

○募集定員一部を全国募集

仕事・家事ͳ学業ͳ
の両立を目指͢͵͗
Δ、ライフスタイϩ
Ͷ合わͦͱ学ぶ

○互い多様性を認Ό合い、
協働ͤΖこͳ͗Ͳ͘Ζ姿勢
や社会Ͷ主体的Ͷ参画ͤΖ
姿勢を育成
○自己肯定感を高ΌΖ教育を
展開
○ＩＣＴを効果的Ͷ活用͢た
学び

毎日登校ͤΖこͳや
決ΌΔΗた時間Ͷ学
ぶこͳͶ捉わΗͥ、
自分のϘースͲ学校
生活を送Ζ

○統合校課程ͳ͢ͱ、こΗ
ΉͲ宮学級取Ε組Ί
を継承͢、たͶ設置

○個々Ͷ応ͣた͘Ό細͖い学
習計画
○自己肯定感を高ΌΖ教育を
展開

○ＩＣＴを効果的Ͷ活用͢た
学び

ʰ大人数Ͳの学び͗
不安ʱʰ中学校まͲ
の学び͗十分Ͳ͘͵
͖ͮたʱͳ感ͣΖ生
徒͗、社会生活Ͷ必
要͵教養ͳ姿勢を身
Ͷ付け、将来への展
望を描く

○外部専門機関ͳ連携
○少人数ͶよΖ授業展開
○ʰ基礎国語ʱʰ基礎数学ʱ
͵ʹ、学び直͢科目を開設

○ηクールカウンιラーやη
クールソーεャルワーカー
ͶよΖ支援や相談

○実社会Ͳ役立ͯ資格取得を
サϛート

生 徒 ・ 地 域 社 会 の 期 待 Ͷ 応 え Ζ A L L  I N  O N E  の 学 校
全 日 制 課 程 定時制課程 通信制課程

普通科
˽充実˾ 

総合学科
学際探究科ʤ仮称ʥ

˽設˾ 普通科ʤ夜間ʥ 普通科専門系ʤ仮称ʥ
˽充実˾

自立支援系ʤ仮称ʥ
˽設˾



学校全体の取組の特色化ͳ部活動・地域活動の活性化

特色化・活性化の内容

教育活動
 進路希望変更等Ͷ対応ͤΖたΌ、課程・学科間柔軟͵移動や、学校外学修ʤ大学等公開講座やϚランテΡΠ活動ʥ等単
位認定を促進

 多様͵教育ニーθͶ対応͢、複数学科等を効果的Ͷ活用ͤΖたΌ、課程や学科枠を超えた選択科目を̐年生以降Ͳ設定
 学科特性Ͷ応ͣͱ外部講師ͳͳͶＩＣＴを活用͢、よΕ専門的Ͳ実務Ͷ即͢た学びを実現

部活動

 学校規模を生͖͢ͱ、団体競技Ͷ͕けΖ単独チームͰくΕ͵ʹ、部活動強化Ͷ取Ε組ͳͳͶ、ʰｅηϛーツʱ等、生徒
ニーθͶ基Ͱいたた͵部活動を展開

 中学校部活動や地域ηϛーツ少年団等ͳ連携を深Ό、地域Ͳ一貫͢た指導体制を構築͢、様々͵競技Ͳ全国大会出場を実現
 強化種目を設定͢、特色化選抜ʤηϛーツʥ導入
 両校舎施設・設備を最大限Ͷ活用͢た部活動を展開

地域ͳの連携  地域祭Ε͵ʹ、地域行事Ͷ積極的Ͷ参画ͤΖ活動を充実させ、地域伝統行事継続・発展Ͷ寄与
 地域交流や生涯学習場を常設͢、世代を超えた学び場を整備

校舎の活用

 ʰALL IN ONE学校ʱͳ͢ͱ、入学式や卒業式ͺ一ͯ校舎Ͳ行うͳͳͶ、学校行事等一体感をͮͱ企画運営
 神倉校舎ʤ現宮高校ʥͲͺ、国社数理英５教科や芸術・体育͵ʹ、教養科目を開設
 佐野校舎ʤ現翔高校ʥͲͺ、建設土木やＩＴビζネη、福祉͵ʹ、専門科目を開設
 設ͤΖ総合学科自立支援系Ͳͺ、大人数Ͳ学びͶ不安をͯ生徒Ͷ対ͤΖ落ち着いた学習環境整備や、ΊくΉ支援学校・
福祉会等関係機関ͳ連携͵ʹを見据えͱ学び場を設定

 定時制課程及び通信制課程ͺ、ʰ͘くͶ学び教室ʱ等ͳ連携Ͳ͘Ζ校舎等Ͳ展開
 神倉・佐野両校舎間Ͷεャトルバηを運行͢、両校舎施設・設備を授業や部活動Ͳ効果的Ͷ活用

その他  統合校校名、校歌、校章、制服Ͷͯいͱͺ、今後、両校Ͳ関係者を交えͱ協議を実施
 既存寮活用や学校環境整備


